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山
形
南
高
は
創
立
70
年
に
な
り
ま
し
た
。

卒
業
生
は
各
界
で
大
活
躍
し
、
社
会
貢
献

し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
い
う
方
々
が
い
る

と
い
う
こ
と
は
、
私
達
の
誇
り
で
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
方
々
の
精
神
を
支
え
、
成

長
さ
せ
て
き
た
も
の
は
何
か
と
常
々
考
え

て
き
ま
し
た
。

　
私
達
は
「
生
き
抜
く
力
」
が
な
け
れ
ば

生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
年

８
月
、
千
歳
の
山
を
仰
ぎ
見
な
が
ら
、
高

校
生
活
３
年
間
を
追
想
し
南
高
を
訪
問
し

ま
し
た
。
在
校
生
は
夏
休
み
を
返
上
し
、

部
活
動
に
精
力
的
に
取
り
組
み
汗
を
流
し

て
い
ま
し
た
。
校
舎
入
口
に
は
、「
質
実
剛

健
、
師
弟
同
行
、
文
武
両
道
」
と
墨
痕
淋

漓
で
大
書
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
３
つ
の
建
学
精
神
を
見
て
、「
そ
う

だ
。
私
達
を
支
え
て
い
る
も
の
は
、
こ
の

３
つ
の
建
学
精
神
だ
」
と
強
く
思
い
ま
し

た
。

　
私
達
は
在
学
中
、
建
学
精
神
や
校
風
な

ど
を
あ
ま
り
意
識
し
ま
せ
ん
。
私
達
は
実

社
会
に
出
て
、
激
し
い
競
争
社
会
を
生
き

抜
く
た
め
に
「
負
け
な
い
ぞ
」「
諦
め
な
い

ぞ
」「
も
っ
と
頑
張
る
ぞ
」
と
、
自
分
を
叱

咤
激
励
し
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
頑

張
り
、
こ
の
力
は
ど
こ
か
ら
き
た
の
か
と
、

考
え
歩
み
続
け
て
き
ま
し
た
。

　
私
達
は
、
人
間
形
成
で
大
事
な
時
期
、

高
校
３
年
間
の
生
活
で
、
建
学
精
神
が

「
体
と
心
」
に
し
っ
か
り
と
入
っ
た
か
ら

「
生
き
る
力
」
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
南
高
生
は
強
い
力
を
持
っ
て
い
る
と
い

つ
も
思
っ
て
い
ま
す
。
私
達
は
、
も
う
ひ

と
つ
の
力
「
団
結
力
」
を
持
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
、
山
形
同
窓
会
の
懇
親
会
に
７
０
０

名
の
方
々
が
出
席
し
ま
す
。
こ
の
出
席
者

の
「
数
」
は
驚
異
的
で
あ
り
ま
す
。
団
結

の
重
要
性
を
誰
か
が
教
え
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
き
て
い
く
上
で
団
結
の
大

切
さ
を
諸
先
輩
が
行
動
で
示
し
て
下
さ
っ

た
こ
と
を
自
然
に
学
ん
で
い
っ
た
結
果
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
い
ま
混
沌
と
し
た
情
勢
下
に
あ
り
ま
す
。

先
行
き
も
不
透
明
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
世
の
中
に
あ
っ
て
、
山
形
南
高
の

「
４
つ
の
力
」
で
力
強
く
生
き
抜
い
て
い

け
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
同
窓
生
の
皆
さ
ん
！
夢
と
希
望
を
持
っ

て
、
共
に
人
生
を
歩
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
人
生
の
辛
さ
、
き
び
し
さ
、

　
　
耐
え
抜
く
中
で
し
あ
わ
せ
が
や
ど
る

　
我
ら
が
母
校
、
山
形
南
高
は
「
文
武
両

道
」
を
校
是
と
し
て
い
ま
す
が
、
同
窓
生

の
関
心
は
運
動
部
の
競
技
結
果
に
向
か
い

が
ち
で
す
。
し
か
し
現
役
諸
君
は
大
学
受

験
で
も
す
ば
ら
し
い
成
果
を
挙
げ
て
い
ま

す
。

　
経
済
誌
『
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
』
は
五
月
の

特
大
号
で
、
全
国
「
大
学
合
格
力
、
高
校

ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の

ラ
ン
キ
ン
グ
で
山
形
南
高
は
全
国
の
進
学

校
一
六
一
六
校
中
、
東
北
で
八
番
目
、
全

国
で
一
三
四
番
目
に
ラ
ン
ク
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
試
難
易
度
の
高
い
国
公
立
大
学
１
０

０
校
に
つ
い
て
学
部
別
の
入
試
偏
差
値
を

平
均
し
て
大
学
ご
と
の
偏
差
値
を
算
出
し
、

こ
れ
に
各
高
校
の
合
格
者
数
、
卒
業
生
数

を
加
味
し
て
一
六
一
六
校
を
選
び
、
大
学

合
格
力
を
は
じ
き
出
し
た
も
の
で
す
。

　
全
国
の
ベ
ス
ト
５
は
、
す
べ
て
私
立
高

校
で
、
１
位
は
奈
良
の
東
大
寺
学
園
、
２

位
兵
庫
の
甲
陽
学
院
、
３
位
大
阪
星
光
学

院
、
４
位
兵
庫
の
灘
高
校
、
５
位
広
島
の

広
島
学
院
で
し
た
。
東
北
地
方
で
は
、
山

形
東
が
断
ト
ツ
で
ト
ッ
プ（
全
国
29
位
）以

下
、
仙
台
二
高
、
盛
岡
一
高
、
秋
田
高
、
米

沢
興
譲
館（
全
国
93
位
）、
八
戸
高
、
仙
台

三
高
、
そ
し
て
８
番
目
に
山
形
南
高
が
ラ

ン
ク
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
全
国
で
２

４
６
位
で
し
た
か
ら
、
こ
と
し
は
１
０
０

位
以
上
ラ
ン
ク
を
上
げ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
南
高
生
の
国
公
立
大
学
の
合
格
者
は
、

山
形
大
学
66
名（
県
内
１
位
）、
東
北
大
学

16
名（
県
内
２
位
）、
新
潟
大
24
名
、
筑
波

大
２
名
、
東
京
工
業
大
１
名
な
ど
、
総
計

１
６
９
名
、
最
も
健
闘
し
た
平
成
18
年
の

１
７
０
名
に
迫
る
良
い
成
績
で
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
夏
休
み
中
蔵
王
で
入
試

に
向
け
た
合
宿
を
行
う
な
ど
受
験
モ
ー
ド

に
入
っ
て
お
り
、
同
窓
生
と
し
て
１
月
の

セ
ン
タ
ー
試
験
で
好
成
績
を
修
め
る
よ
う

願
う
ば
か
り
で
す
。
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京
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所
内

　
　
　
　
山
南
東
京
同
窓
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
斎
　
藤
　
常
　
男

編
集
人
代
表
　
小
　
松
　
栄
三
郎

山
形
南
高
東
京
同
窓
会

　
　
会
　
長
　
斎
藤
　
常
男

山
形
南
高
の
４
つ
の
力
で

頑
張
っ
て
い
こ
う
！

山
形
南
高
同
窓
会

　
　
会
　
長
　
佐
藤
　
充
彦

大
学
受
験
好
成
績

挑
戦
す
る
南
高
健
児
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山
形
南
高
東
京
同
窓
会
の
皆
様
方
に
は
、

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
前
校
長
の
布
川
元
氏
の
後

任
で
第
20
代
校
長
と
し
て
山
形
南
高
校
に

赴
任
し
ま
し
た
佐
藤
政
士
と
申
し
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
昨
年
の
南
高
創
立
70
周
年
事
業
で
は
、

本
校
に
対
し
ま
し
て
、
多
く
の
ご
支
援
を

頂
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙
面
を
借
り
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
高
い
レ
ベ
ル
で
の
「
文
武
両

道
」
を
目
指
す
本
校
で
は
、
今
年
度
も
生

徒
た
ち
は
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
へ
は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
を

は
じ
め
と
し
て
、
４
部
21
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
そ
の
他
の
多
く
の
部
も
東
北
大
会
、
県

大
会
へ
参
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
化

部
で
は
、
新
聞
部
が
全
国
高
等
学
校
文
化

祭
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
進
路
面
で
は
、
昨
年
度
の
卒
業

生
が
、
国
公
立
の
大
学
へ
延
べ
で
１
６
９

名
合
格
し
て
い
ま
す
。
私
立
大
学
で
は
、

早
稲
田
、
慶
応
を
含
め
数
多
く
の
合
格
者

を
出
し
て
い
ま
す
。
自
ら
が
や
る
べ
き
こ

と
を
し
っ
か
り
と
や
っ
て
、
高
み
を
目
指

す
、
素
晴
ら
し
い
生
徒
た
ち
で
あ
り
ま
す
。

今
後
は
先
輩
方
の
よ
う
に
一
人
ひ
と
り
が

輝
き
、
集
団
と
し
て
の
南
高
が
ま
ぶ
し
く

光
り
輝
く
よ
う
に
つ
く
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
結
び
に
、
山
形
南
高
東
京
同
窓
会
の
ま

す
ま
す
の
ご
隆
盛
を
祈
念
し
、
昨
年
同
様

の
ご
支
援
と
ご
指
導
を
本
校
に
対
し
て
頂

き
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
て
、
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

　
南
高
３
回
卒
の
同
期
会
の
名
称
を
「
あ

こ
や
会
」
に
改
称
し
た
こ
と
は
、
昨
年
の

会
報
で
ご
報
告
し
ま
し
た
。
常
連
さ
ん
中

心
に
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
た
り
し
て
、
今

ま
で
の
食
事
会
や
旅
行
会
か
ら
、
歳
相
応

に
新
し
い
企
画
を
と
頭
を
捻
っ
て
い
た
と

こ
ろ
12
月
い
っ
ぱ
い
で
突
然
打
切
り
が
決

ま
っ
た
「
シ
ル
ク
・
ド
・
ソ
レ
イ
ユ
」
観

劇
に
続
き
、
佐
竹
か
ら
「
能
」
を
見
に
行

こ
う
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
彼
が
送
っ
て
く
れ
た
新
聞
記
事
か
ら
抜

粋
す
る
と
、

　
『
―
世
阿
弥
　
幻
の
能
　
初
上
演
―
能

を
大
成
し
た
室
町
時
代
の
世
阿
弥
（
１
３

６
３
〜
１
４
３
？
）
の
直
筆
脚
本
と
し
て

今
に
伝
わ
る
11
作
品
の
う
ち
、
唯
一
上
演

記
録
の
な
い
　
阿
古
屋
松
　
。
こ
の
幻
の

能
が
執
筆
か
ら
約
６
０
０
年
を
経
て
、
４

月
に
東
京
の
国
立
能
楽
堂
で
上
演
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
阿
古
屋
松
　
は
、
平
安
時
代
の
貴
族

が
陸
奥
国（
宮
城
）で
出
会
っ
た
老
人
に
、

出
羽
の
国（
山
形
）の
阿
古
屋
松
に
導
か
れ

る
。
そ
の
老
人
が
貴
族
に
塩
竃
明
神
で
あ

る
と
正
体
を
明
か
し
、
松
の
め
で
た
さ
を

祝
う
』
と
、
ま
さ
に
、
わ
が
あ
こ
や
会
一

同
必
見
の
舞
台
で
は
な
い
か
。
観
世
流
宗

家
の
観
世
清
和
氏
は
、「
作
品
の
舞
台
は
東

北
。
大
震
災
の
犠
牲
者
を
追
悼
す
る
気
持

を
込
め
て
演
じ
た
い
」
と
言
っ
て
い
る
。

い
よ
い
よ
知
ら
な
い
ふ
り
は
で
き
な
い
。

　
し
か
も
３
月
に
は
本
舞
台
で
講
演
会
が

開
催
さ
れ
全
員
が
出
席
し
た
。
宗
家
の
他

に
、
平
清
水
萬
松
寺
住
職
、
山
形
大
学
菊

池
仁
教
授
、
東
京
大
学
松
岡
心
平
教
授
と
、

そ
う
そ
う
た
る
講
師
陣
か
ら
２
時
間
半
た

っ
ぷ
り
解
説
を
承
っ
た
。
そ
し
て
１
月
後

の
本
公
演
、
幸
い
割
安
に
席
の
手
配
も
で

き
、
誰
一
人
居
眠
り
な
ど
す
る
者
は
い
る

は
ず
も
な
く
、「
阿
古
屋
の
松
に
木
隠
れ
て
、

い
づ
べ
き
月
の
出
で
や
ら
ぬ
」
と
古
の
昔

を
偲
ん
だ
の
で
あ
り
ま
す
。

　
今
で
は
有
名
な
話
に
な
っ
て
い
る
が
、

か
つ
て
故
司
馬
遼
太
　
は
千
歳
山
を
、
典

型
的
な
　
神
名
備
山
　（
か
む
な
び
や
ま
）

（
赤
松
の
美
し
い
な
だ
ら
な
か
丘
。
古
代

か
ら
神
聖
視
さ
れ
た
）
で
あ
り
、
県
庁
所

在
地
の
市
が
中
心
部
に
神
名
備
山
を
持
っ

て
い
る
の
は
日
本
で
唯
一
だ
と
指
摘
し
た
。

　
帰
省
の
た
び
に
車
窓
に
千
歳
山
が
見
え

て
く
る
と
、
　
故
郷
　
に
帰
っ
て
き
た
な

と
、
ほ
っ
と
す
る
。
や
は
り
神
様
が
い
て

阿
古
屋
姫
が
住
ん
で
い
る
街
な
の
で
あ
る
。

子
供
の
頃
は
よ
く
走
っ
て
山
頂
（
標
高
４

７
１
メ
ー
タ
ー
）
ま
で
登
っ
た
思
い
出
の

山
で
あ
り
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
故
郷

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
。

　
同
窓
会
紙
第
６
号
に
掲
載
し
た
拙
稿

「
故
郷
と
遺
伝
子
」
で
、
西
の
前
遺
跡
の

通
称
　
縄
文
の
ビ
ー
ナ
ス
　
に
触
れ
た
。

そ
の
後
日
本
の
縄
文
の
土
偶
た
ち
と
と
も

に
大
英
博
物
館
に
も
陳
列
さ
れ
た
が
、
な

ぜ
こ
れ
が
　
国
宝
　
で
な
く
　
重
要
文
化

財
　
な
の
か
と
こ
と
あ
る
た
び
に
喚
い
て

い
た
ら
、
４
月
20
日
開
催
の
文
化
審
議
会

で
晴
れ
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
で
は
な
い

か
。
何
人
か
の
友
人
か
ら
よ
か
っ
た
、
お

め
で
と
う
と
電
話
が
入
っ
た
。
舟
形
町
長

の
お
こ
ぼ
れ
を
頂
い
た
感
じ
で
あ
る
。
感

極
ま
っ
て
、
当
同
窓
会
再
興
の
功
労
者
で

あ
る
高
橋
山
形
県
副
知
事
に
南
高
郷
土
部

の
先
輩
と
し
て
感
謝
の
手
紙
を
送
っ
た
が

返
事
は
ま
だ
な
い
。
以
上
。

山
形
県
立
山
形
南
高
等
学
校

　
　
校
　
長
　
佐
藤
　
政
士

南
高
３
回
卒
　
佐
竹
　
壽
夫

南
高
３
回
卒
　
吉
野
　
禮
三

阿

古

屋

松
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郎
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あ
あ
甲
子
園

　
　
あ
れ
か
ら
55
年

南
高
８
回
卒
　
吉
野
　
　
潔

南
高
10
回
卒
　
赤
松
　
勇
二

　
私
は
夏
の
高
校
野
球
甲
子
園
大
会
が
近

づ
く
と
、
55
年
前
の
事
が
思
い
出
さ
れ
る
。

　
あ
れ
は
昭
和
32
年
の
夏
だ
っ
た
。
そ
の

頃
は
山
形
、
宮
城
、
福
島
か
ら
甲
子
園
に

出
場
す
る
の
は
１
校
だ
け
だ
っ
た
。
東
北

大
会
の
決
勝
は
、
準
決
勝
で
東
北
高
を
破

っ
た
山
形
南
と
双
葉
高（
福
島
）を
破
っ
た

山
形
商
業
と
の
対
戦
と
な
っ
た
。
お
互
い

に
手
の
内
を
知
っ
た
チ
ー
ム
で
、
延
長
11

回
２
対
１
で
南
高
が
県
大
会
決
勝
の
雪
辱

を
果
た
し
、
念
願
の
２
回
目
の
甲
子
園
出

場
を
勝
ち
得
た
。
学
校
側
は
急
遽
、
応
援

団
を
含
め
40
人
程
の
応
援
チ
ー
ム
を
編
成

し
私
も
そ
の
１
人
で
、
当
時
は
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
は
無
く
、
大
声
を
張
り
上
げ
て
の
応

援
だ
っ
た
。

　
応
援
チ
ー
ム
は
山
形
を
夜
行
列
車
で
発

ち
、
翌
朝
上
野
に
着
き
東
京
で
乗
り
継
ぎ

大
阪
に
向
か
っ
た
。
あ
の
頃
は
南
高
に
は

修
学
旅
行
は
な
く
、
私
も
東
京
か
ら
先
は

初
め
て
で
、
長
い
丹
那
ト
ン
ネ
ル
や
車
窓

か
ら
観
る
富
士
山
に
感
動
し
、
夕
方
に
甲

子
園
近
く
の
旅
館
に
や
っ
と
着
い
た
。

　
翌
日
、
南
高
は
第
39
回
高
校
野
球
甲
子

園
大
会
の
開
会
式
直
後
の
開
幕
試
合
と
な

り
、
対
戦
相
手
は
香
川
の
坂
出
商
業
で
前

評
判
の
高
い
好
投
手
安
藤
が
い
た
。
南
高

は
高
橋
、
沼
尻
の
バ
ッ
テ
リ
ー
だ
っ
た
。

２
回
裏
だ
っ
た
と
思
う
が
、
南
高
の
黒
木

が
２
塁
打
を
打
ち
「
そ
れ
行
け
」
と
言
う

時
に
大
雨
に
な
り
、
試
合
は
中
断
さ
れ
た

が
、
我
々
は
雨
に
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が

ら
応
援
を
続
け
た
。
つ
い
に
試
合
は
翌
日

に
順
延
と
な
り
、
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
旅

館
に
帰
り
、
ア
イ
ロ
ン
で
ズ
ボ
ン
等
を
乾

か
し
翌
日
に
備
え
た
。

　
翌
日
は
快
晴
で
相
手
校
の
安
藤
投
手
も

立
ち
直
り
、
素
晴
ら
し
い
ピ
ッ
チ
ン
グ
を

さ
れ
て
南
高
は
負
け
て
し
ま
っ
た
。
応
援

チ
ー
ム
は
当
日
大
阪
を
夜
行
列
車
で
日
本

海
周
り
で
帰
る
こ

と
に
な
っ
た
。
大

勢
の
お
盆
の
帰
省

客
と
共
に
、
甲
子

園
の
思
い
出
を
い

っ
ぱ
い
乗
せ
て
夜

行
列
車
は
翌
日
酒

田
に
着
き
、
新
庄

を
経
由
し
て
山
形

に
帰
っ
て
来
た
。

　
私
が
山
形
南
高
に
入
学
し
た
の
は
、
54

年
前
の
昭
和
33
年
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ
活
動

は
新
聞
部
で
あ
っ
た
。
３
年
生
に
な
っ
て
、

進
学
先
を
決
め
る
必
要
が
あ
り
、
猫
が
好

き
だ
っ
た
こ
と
だ
け
で
獣
医
師
を
志
し
、

獣
医
学
科
の
あ
る
大
学
を
目
指
し
、
親
も

こ
れ
を
許
し
た
。
運
よ
く
、
第
一
志
望
が

叶
い
、
岩
手
大
学
の
獣
医
学
科
へ
入
学
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
下
宿
先
は
、
盛
岡
市

内
の
豆
腐
屋
で
、
ネ
ズ
ミ
の
被
害
を
避
け

る
た
め
、
大
き
な
雄
猫
を
飼
っ
て
い
た
。

名
前
は
タ
ロ
ウ
と
い
う
。
朝
方
に
な
る
と
、

必
ず
と
言
っ
て
良
い
ほ
ど
、
私
の
布
団
に

も
ぐ
り
こ
ん
で
き
た
。
夜
行
性
の
猫
、
特

に
雄
猫
は
、
昼
間
、
安
心
し
て
眠
る
と
こ

ろ
を
探
す
。
そ
の
安
住
先
の
一
つ
に
私
の

部
屋
が
選
ば
れ
た
の
だ
ろ
う
。
光
栄
に
感

じ
た
。
そ
し
て
私
は
、
今
か
ら
48
年
前
の

昭
和
39
年
に
、
念
願
の
獣
医
師
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
ど
こ
で
、
ど
う
変
わ
っ
た

の
か
、
猫
科
の
獣
医
師
を
目
指
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
職
業
と
し
て
の
対
象
と
な

っ
た
動
物
は
、
牛
、
馬
等
の
大
動
物
で
あ

っ
た
。
そ
れ
も
北
海
道
で
。
毎
日
、
毎
日
、

や
れ
お
産
だ
、
検
診
だ
の
と
オ
ー
ト
バ
イ

で
か
け
ず
り
回
っ
て
い
る
う
ち
、
腕
の
良

い
獣
医
師
が
来
た
と
評
判
に
な
っ
た
。
そ

の
結
果
、
志
は
、
猫
科
で
あ
っ
た
は
ず
な

の
に
、
診
療
科
は
、
す
っ
か
り
牛
、
馬
等

の
大
動
物
科
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
そ
の
よ
う
な
と
き
、
地
域
の
名
士
で
あ

っ
た
郵
便
局
長
が
、
大
き
な
北
海
道
犬
し

か
も
雄
犬
を
連
れ
て
き
て
、
大
切
な
愛
犬

で
あ
る
、
急
に
お
か
し
く
な
っ
た
、
是
非
、

先
生
、
診
て
く
れ
と
い
う
。
私
は
困
っ
た
。

犬
は
、
こ
れ
ま
で
大
学
で
、
１
、
２
回
触

っ
た
だ
け
で
、
診
療
の
経
験
が
な
い
。
ま

し
て
北
海
道
犬
な
ど
。
し
か
し
、
犬
は
目

の
前
で
ぐ
っ
た
り
し
て
い
る
。
も
は
や
、

腕
が
良
い
と
評
判
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

断
る
訳
に
は
い
か
な
い
。
早
速
、
牛
用
の

注
射
器
で
ブ
ド
ウ
糖
の
静
脈
注
射
を
施
し

様
子
を
見
た
。
そ
し
た
ら
、
数
分
後
、
そ

の
大
き
な
北
海
道
犬
は
、
し
ゃ
ん
と
立
ち

あ
が
り
、
元
気
に
な
っ
た
で
は
な
い
か
。

多
分
、
今
考
え
る
と
、
あ
の
北
海
道
犬
は
、

雌
犬
を
追
っ
か
け
ま
わ
り
す
ぎ
、
疲
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
私
は
、
郵
便
局

長
の
口
コ
ミ
で
、
名
医
で
あ
る
と
の
評
判

が
益
々
高
く
な
っ
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
40
年
間
、
犬
猫
は
お
ろ
か
、

牛
、
馬
等
の
診
療
の
業
務
か
ら
も
離
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
嫁
か
ら
も
、

お
父
さ
ん
、
本
当
に
獣
医
師
で
す
か
と
言

わ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
よ

し
、
嫁
の
実
家
の
飼
い
猫
を
健
康
か
ど
う

か
診
て
や
る
と
い
い
、
早
速
、
嫁
の
実
家

を
訪
問
し
、
嫌
が
る
飼
い
猫
を
捕
ま
え
て
、

そ
の
爪
を
切
っ
て
や
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

れ
か
ら
、
見
事
に
、
嫁
の
実
家
の
飼
い
猫

は
、
私
に
寄
り
つ
か
な
く
な
っ
た
。

　
私
が
今
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
、
家
庭

内
で
の
犬
猫
飼
養
が
比
較
的
多
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
し
か
し
、
今
や
近
所
で
は
、
私

が
獣
医
師
で
あ
る
こ
と
を
公
言
し
な
い
こ

と
に
し
て
い
る
。



　
初
め
て
富
士
山
に
登
っ
た
の
は
昭
和
63

年
８
月
４
日
で
あ
っ
た
。
傘
寿
を
迎
え
た

父
と
当
時
10
歳
だ
っ
た
息
子
と
の
「
親
子

三
代
富
士
登
山
」
の
敢
行
で
も
あ
り
ま
し

た
。
登
頂
祈
念
に
神
社
に
参
拝
し
80
歳
の

証
を
示
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
年
の
富
士
登

山
長
寿
番
付
が
送
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
父
は
前
頭
14
枚
目
に
位
置
し
、

東
の
横
綱
を
張
っ
て
い
た
の
は
百
歳
に
近

い
高
齢
の
方
で
し
た
。

　
以
来
二
十
有
余
年
、
再
び
富
士
山
に
登

っ
た
の
は
平
成
22
年
７
月
で
し
た
。
認
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
富
士
山
ク
ラ
ブ
の
会
員
と
し
て
、

富
士
山
の
ゴ
ミ
拾
い
や
バ
イ
オ
ト
イ
レ
導

入
な
ど
、
環
境
整
備
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
関

わ
る
人
た
ち
と
の
登
山
で
も
あ
り
ま
し
た
。

三
回
目
と
な
る
今
回
も
富
士
山
ク
ラ
ブ
会

員
と
共
に
須
走
口
か
ら
山
頂
を
目
指
す
も

の
で
、
比
較
的
登
山
者
の
少
な
い
ル
ー
ト

で
し
た
。
当
初
よ
り
の
雨
模
様
で
六
合
目

に
着
い
た
頃
に
は
本
格
的
な
雨
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
日
本
列
島
に
嵐
が
吹
き

荒
ん
で
も
、
自
分
の
周
り
だ
け
は
晴
れ
て

い
る
な
ど
、
稀
代
の
晴
れ
男
と
し
て
そ
の

名
を
欲
し
い
ま
ま
に
し
て
い
た
私
だ
っ
た

の
で
す
が
、
妖
怪
の
よ
う
な
雨
男（
女
？
）

の
力
に
は
敵
わ
な
か
っ
た
模
様
で
す
。

　
途
中
か
ら
の
雨
は
、
雹
を
混
在
さ
せ
る

よ
う
な
激
し
さ
に
な
り
登
行
が
危
ぶ
ま
れ

ま
し
た
が
、
何
と
か
山
小
屋
に
辿
り
着
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
し
、
翌
朝
の
ご
来
光

を
本
七
合
目
小
屋
で
拝
む
事
が
出
来
ま
し

た
。

　
富
士
急
ハ
イ
ラ
ン
ド
に
隣
接
す
る
富
士

山
温
泉
は
、
富
士
山
の
地
下
か
ら
汲
み
上

げ
て
い
る
温
泉
で
、
登
山
の
疲
れ
を
ぬ
ぐ

い
去
っ
て
く
れ
る
と
共
に
、
流
し
た
汗
を

補
給
す
る
地
ビ
ー
ル
の
美
味
し
い
と
こ
ろ

で
も
あ
り
ま
す
。
全
員
で
無
事
を
祝
い
合

い
、
夕
刻
の
バ
ス
で
帰
京
し
た
わ
け
で
す

が
、
新
宿
に
降
り
立
っ
た
際
に
何
と
な
く

別
れ
が
た
く
、
再
び
「
思
い
出
横
丁
（
旧

シ
ョ
ン
ベ
ン
横
丁
）
」
に
繰
り
出
し
、
今

度
は
酒
と
疲
れ
で
フ
ラ
フ
ラ
に
な
っ
て
帰

宅
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
一
度
は
富
士
山

へ
如
何
で
す
か
。

　
人
の
一
生
を
四
季
、
春
夏
秋
冬
に
な
ぞ

ら
え
れ
ば
、
僕
は
も
っ
か
晩
秋
か
ら
初
冬

へ
と
移
り
つ
つ
あ
る
。

　
１
９
７
０
年
、
大
学
を
卒
業
し
、
世
界

最
大
の
漢
和
辞
典
、
諸
橋
轍
次
著
『
大
漢

和
辞
典
』
全
十
五
巻
を
刊
行
す
る
出
版
社
、

大
修
館
書
店
に
入
社
し
た
。
14
年
ほ
ど
研

究
開
発
部
と
編
集
部
で
働
き
、
１
９
８
４

年
に
自
ら
の
出
版
社
、「
書
物
学
」
の
株
式

会
社
タ
ン
グ
ラ
ム
を
創
業
し
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
（
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
参
照
。
出
版
社

タ
ン
グ
ラ
ム
で
検
索
）。

　
１
９
８
５
年
、
本
業
の
副
産
物
と
し
て
、

僕
は
夏
目
漱
石
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』

に
英
国
の
書
物
礼
讃
の
古
典
『
フ
ィ
ロ
ビ

ブ
ロ
ン
』
か
ら
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
記
述

が
３
箇
所
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

　
12
年
後
、
そ
の
発
見
の
一
部
始
終
を

『
東
京
新
聞
』（
１
９
９
７
年
８
月
16
日
）

は
ト
ッ
プ
記
事
（
第
１
面
と
第
３
面
）
で

あ
つ
か
い
、
ま
た
『
中
日
新
聞
』
は
第
３

面
で
大
大
的
に
報
じ
た
。
さ
ら
に
２
０
０

２
年
、
岩
波
書
店
版
『
漱
石
全
集
』
第
１

巻
の
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
の
「
注
解
」

に
初
め
て
３
つ
の
引
用
の
こ
と
と
僕
の
名

前
が
記
さ
れ
た
。

　
僕
は
本
業
の
か
た
わ
ら
２
つ
の
分
野
、

「
横
浜
学
」
と
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
学
」
の

探
究
に
傾
注
し
て
き
た
。

　
前
者
で
は
、
市
民
の
都
市
研
究
の
場

「
『
横
浜
学
』
を
考
え
る
会
」
を
創
設
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
20
数
年
間
、
そ
の
活
動

を
支
え
た
。
こ
こ
10
年
ほ
ど
は
関
東
学
院

大
学
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
都
市
学
や
横

浜
論
を
教
え
て
い
る
。
近
年
、
横
浜
学
の

成
果
の
１
つ
と
し
て
『
渡
辺
多
満
の
生

涯
』（
タ
ン
グ
ラ
ム
）
を
上
梓
。
本
書
は
米

国
の
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
図
書
館
に
も

入
っ
た
。
ま
た
、
後
者
で
は
、
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
総
合
研
究
所
を
創
設
し
、
日
本
人
の

生
き
が
い
を
研
究
し
て
す
で
に
四
半
世
紀

に
な
る
。
１
９
９
７
年
、『
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

発
見
法
』（
三
省
堂
）
出
版
。
現
在
、
古
今

東
西
の
異
能
た
ち
を
紹
介
す
る
「
ラ
イ
フ

ワ
ー
ク
の
達
人
」（
み
や
び
出
版
）
を
連
載

中
だ
。

　
や
が
て
人
生
の
厳
冬
期
が
や
っ
て
く
る
。

そ
れ
で
も
僕
は
今
ま
で
の
よ
う
に
僕
ら
し

く
生
き
る
だ
ろ
う
。
　
　
　
　
終
わ
り

　
２
年
前
に
、
入
社
以
来
約
30
年
間
の
社

宅
生
活
を
卒
業
し
て
、
山
形
市
に
終
の
棲

家
と
し
て
の
家
を
建
て
た
。
８
年
ほ
ど
前

か
ら
物
色
を
始
め
て
、
６
年
前
に
「
蔵
王

み
は
ら
し
の
丘
分
譲
地
」
を
知
り
、
２
年

後
に
は
希
望
の
区
画
が
販
売
さ
れ
た
の
で

土
地
を
購
入
し
、
更
に
２
年
か
け
て
都
内

の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を
見
て
回
り
や
っ
と
思

い
通
り
の
家
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た
。

住
所
は
山
形
市
で
あ
る
が
上
山
市
と
の
境

界
に
位
置
し
、
蔵
王
連
峰
を
見
渡
せ
る
と

て
も
景
色
の
良
い
分
譲
地
で
あ
る
。 

　
比
較
的
高
台
に
あ
る
の
で
山
形
市
街
を

見
下
ろ
す
こ
と
に
な
り
、
夜
景
も
綺
麗
で

あ
る
。
町
自
体
が
新
し
く
、
帰
る
度
に
少
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―
自
己
紹
介

終
　
の
　
棲
　
家



東
京
の
空
か
ら
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し
ず
つ
で
は
あ
る
が
街
並
み
が
広
が
っ
て

い
く
の
が
楽
し
み
で
も
あ
る
。

　
こ
の
秋
に
は
目
の
前
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
ゆ
く
ゆ
く
は

自
分
も
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
も
知

れ
な
い
。
今
は
、
ひ
と
月
に
１
〜
２
回
の

頻
度
で
週
末
に
山
形
へ
帰
る
生
活
で
あ
る
。

普
段
は
千
葉
の
流
山
か
ら
溜
池
山
王
に
通

勤
し
て
い
る
が
、
金
曜
の
夜
は
、
会
社
帰

り
に
そ
の
ま
ま
20
時
44
分
の
東
京
駅
の
新

幹
線
に
飛
び
乗
る
と
、
23
時
41
分
に
は
蔵

王
駅
に
着
く
こ
と
が
で
き
る
。
土
日
の
ま

る
２
日
間
を
山
形
で
過
ご
し
、
月
曜
の
朝

６
時
42
分
に
か
み
の
や
ま
温
泉
駅
か
ら
新

幹
線
に
乗
れ
ば
勤
務
先
の
溜
池
山
王
に
は

９
時
30
分
の
出
社
時
刻
に
ぎ
り
ぎ
り
間
に

合
う
こ
と
が
で
き
る
。
「
大
人
の
休
日
倶

楽
部
」
を
活
用
す
れ
ば
交
通
費
を
か
な
り

節
約
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
問
題
は
新
幹
線
の
２
時
間
半
の
過
ご
し

方
で
あ
る
が
、
最
近
は
新
幹
線
の
車
内
に

コ
ン
セ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ノ
ー

ト
パ
ソ
コ
ン
を
バ
ッ
テ
リ
ー
切
れ
の
心
配

を
す
る
こ
と
な
く
使
う
こ
と
が
で
き
る
。

実
は
こ
の
文

章
も
か
み
の

や
ま
温
泉
か

ら
大
宮
ま
で

の
新
幹
線
の

中
で
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
で

書
き
上
げ
た

と
こ
ろ
で
あ

る
。

 

　
今
か
ら
25
年
前
の
海
外
体
験
談
で
す
。

商
用
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
滞
在
中
ゴ
ル
フ
の

誘
い
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
時
に
「
小
銭

を
い
っ
ぱ
い
用
意
し
て
行
っ
た
ほ
う
が
い

い
よ
！
必
要
に
な
る
か
ら
」
と
の
ア
ド
バ

イ
ス
？
当
日
ス
タ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
行
く
と
、

た
く
さ
ん
の
子
供
た
ち
が
い
て
何
事
か
と

思
っ
た
の
で
す
が
、
直
に
分
か
り
ま
し
た
。

小
銭
目
当
て
の
キ
ャ
デ
ィ
ー
さ
ん
だ
っ
た

の
で
す
。
彼
ら
に
は
そ
れ
ぞ
れ
役
目
が
あ

り
、
ボ
ー
ル
を
テ
ィ
ー
に
置
く
人
、
笠
を

差
し
て
く
れ
る
人
、
飲
み
物
を
持
っ
て
く

れ
る
人
、
ス
コ
ア
を
記
録
す
る
人
、
も
ち

ろ
ん
バ
ッ
グ
を
持
つ
人
、
等
々
。
１
人
に

そ
れ
ぞ
れ
付
く
訳
で
す
か
ら
、
ま
さ
に
大

名
行
列
で
す
。

　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
多
さ
で
緊
張
で
す
。
第

１
日
目
は
Ｏ
Ｂ
ら
し
き
方
向
へ
、
暫
定
球

を
打
と
う
と
し
た
ら
、
「
大
丈
夫
で
す
。

行
き
ま
し
ょ
う
」
と
の
事
。
と
り
あ
え
ず

行
っ
て
見
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
驚
き
で

す
。
な
ん
と
ボ
ー
ル
が
い
い
所
に
出
て
い

る
で
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
。
パ
ー
ト
ナ
ー

曰
く
、「
は
い
、
チ
ッ
プ
用
意
し
て
」。
Ｏ

Ｂ
の
ボ
ー
ル
を
捜
し
て
、
い
い
と
こ
ろ
に

置
い
て
く
れ
る
役
目
の
子
供
た
ち
も
い
る

と
の
事
。

　
さ
あ
池
越
え
の
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
に
来

ま
し
た
。
池
の
周
り
に
は
潜
水
態
勢
の
子

供
た
ち
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
池
ポ
チ
ャ
の

ボ
ー
ル
を
狙
っ
て
い
る
の
で
す
。「
チ
ク
シ

ョ
ー
め
、
意
地
で
も
乗
せ
て
や
る
。」「
ザ

ク
ッ
」
力
み
ま
し
た
。
見
事
に
彼
ら
の
望

み
通
り
池
の
中
へ
・
・
・
。
そ
れ
か
ら
が

圧
巻
で
す
。
20
人
位
の
子
供
た
ち
の
姿
が

一
瞬
に
し
て
消
え
ま
し
た
。
皆
河
童
で
す
。

暫
く
し
て
１
人
の
少
年
が
水
面
に
浮
き
上

が
り
、
得
意
げ
に
右
手
を
高
々
と
掲
げ
ま

し
た
。
手
の
先
に
は
、
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
が
。

も
ち
ろ
ん
チ
ッ
プ
の
用
意
で
す
。
そ
ん
な

こ
ん
な
で
、
無
事
プ
レ
ー
が
終
わ
り
ま
し

た
。
ス
コ
ア
ー
は
も
ち
ろ
ん
良
か
っ
た
で

す
。
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
の
小
銭
は
き
れ
い
に

無
く
な
っ
て
い
ま
し
た
が
。

　
私
と
南
高
の
出
会
い
は
、
中
学
２
年
の

と
き
に
山
形
市
営
球
場
に
、
甲
子
園
予
選

の
観
戦
に
行
っ
た
と
き
で
あ
る
。
当
時
は
、

後
に
プ
ロ
野
球
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
指
名

さ
れ
た
滝
口
投
手
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム

で
あ
っ
た
。

　
中
学
の
進
路
指
導
の
先
生
に
脅
か
さ
れ

な
が
ら
、
何
と
か
南
高
に
滑
り
込
ん
だ
の

だ
が
、
校
舎
の
建
替
え
の
た
め
、
憧
れ
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
野
球
が
出
来
た
の
は
１
年

の
夏
ま
で
で
、
１
年
の
秋
か
ら
２
年
の
冬

ま
で
の
約
１
年
半
は
、
山
形
銀
行
さ
ん
や

山
形
大
学
さ
ん
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
借
り

し
て
練
習
す
る
日
々
だ
っ
た
。
こ
の
環
境

下
の
野
球
部
の
監
督
を
務
め
て
く
だ
さ
っ

た
の
が
、
滝
口
投
手
と
同
期
で
三
塁
手
で

あ
っ
た
鈴
木
敬
一
監
督
で
あ
る
。
鈴
木
監

督
は
、
山
形
大
学
に
入
学
し
た
ば
か
り
で

あ
っ
た
が
、
ご
自
分
の
学
生
生
活
を
犠
牲

に
し
て
我
々
を
指
導
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

後
で
伺
っ
た
話
だ
が
、
私
は
殴
ら
れ
て
も

向
か
っ
て
く
る
タ
イ
プ
ら
し
く
、
私
を
殴

る
と
他
の
部
員
に
緊
張
感
が
走
り
、
練
習

が
引
き
締
ま
る
そ
う
で
、「
笠
原
は
毎
日
殴

る
」
と
決
め
て
お
ら
れ
た
そ
う
だ
。

　
高
校
を
卒
業
し
て
か
ら
30
年
ほ
ど
経
つ

が
、
30
代
半
ば
頃
か
ら
か
、
会
社
の
同
僚

や
上
司
に
、
体
力
や
精
神
力
に
つ
い
て
評

価
を
い
た
だ
く
こ
と
が
多
く
な
り
、
遅
ま

き
な
が
ら
、
南
高
で
鍛
え
て
い
た
だ
い
た

身
体
と
精
神
が
そ
の
礎
と
な
っ
て
い
る
こ

と
に
気
が
つ
い
た
。
感
謝
の
意
を
表
す
る

に
、
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ
シ
ー
ン
で
も
寄
贈

す
る
の
が
良
い
か
ど
う
か
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
５
年
ほ
ど
前
に
初
め
て
東
京
同

窓
会
の
案
内
を
い
た
だ
い
て
、
在
校
時
に

野
球
部
の
東
京
遠
征
で
大
変
お
世
話
に
な

っ
た
齋
藤
常
男
さ
ん
が
会
長
で
あ
る
こ
と

も
動
機
の
１
つ
と
な
り
、
２
年
前
か
ら
母

校
に
対
す
る
恩
返
し
と
思
っ
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
今
後
と
も
、
東
京
同
窓
会
を
通
じ
て
、

１
人
で
も
多
く
の
同
窓

生
と
一
緒
に
、
東
京
の

空
か
ら
山
形
の
空
へ
、

感
謝
の
気
持
ち
で
母
校

に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

南
高
34
回
卒
　
笠
原
　
　
健

南
高
28
回
卒

　
奥
山
　
俊
一

私
の
海
外
体
験
記

　（
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
編
）
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著著著

者者者

紹紹紹

介介介

『
黒
部
奥
山
見
廻
り
日
記
』

　
　
著
者
　
杜
あ
き
ら

　
　

南
高
12
回
卒
　
毛
利
　
昭

　
さ
て
、
こ
の
度
、
「
黒
部
奥
山
見
廻
り

日
記
」
な
る
本
を
刊
行
し
ま
し
た
。
「
江

戸
幕
府
の
頃
、
加
賀
藩
は
黒
部
川
流
域
へ

の
立
ち
入
り
を
禁
止
す
る
と
同
時
に
、
そ

の
取
締
の
『
廻
り
役
』
を
置
き
、
定
期
的

に
こ
の
地
を
巡
視
し
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の
役
に
携
わ
る
者
は
、
通
過
す
る
谷
筋

や
植
生
な
ど
に
つ
い
て
は
、
親
子
と
言
え

ど
も
口
外
で
き
な
い
定
め
と
な
っ
て
い
た

た
め
、
記
録
は
一
切
残
っ
て
い
な
い
」
を

基
本
と
し
た
時
代
物
で
す
。

　
四
捨
五
入
す
れ
ば
百
歳
に
手
が
届
く
老

体
が
、
暇
に
任
せ
て
書
い
た
も
の
で
す
が

時
間
が
あ
れ
ば
手
に
取
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
発
行
所（
株
）郁
朋
社
。
９
月
20
日
頃

か
ら
店
頭
に
並
ぶ
予
定
で
す
。

　
天
下
の
公
器
を
使
っ
て
の
広
報
に
気
が

引
け
ま
す
が
、
先
輩
諸
兄
に
も
目
を
通
し

て
頂
き
た
く
案
内
を
致
し
ま
し
た
。
ご
容

赦
く
だ
さ
い（
毛
利
）。

　
価
格
１
５
０
０
円
＋
税
金

　ビ
ッグニュース

　ビ
ッグニュース

★ビ
ッグニュース★

　　　　　常任幹事佐藤守彦氏（南高14回卒）の
　　　　拓殖大学レスリング部の後輩がロンドン
　　　　オリンピックで金と銅を獲る！
　　　　　フリースタイル
　　　　　　66キロ級　米満達弘（自衛隊）が金
　　　　　　55キロ級　湯元津一（自衛隊）が胴
　　　　　佐藤氏はＯＢ会長として大学挙げての
　　　　祝賀会の陣頭指揮を執られた。
　　　　　おめでとうございます！

　
平
成
23
年
９
月
27
日
以
降

　
　
　
　
24
年
９
月
14
日
判
明
分
ま
で

　（
旧
職
員
）

平
成
23
・
11
・
19 

今
川
　
昌
弘 

先
生 

音
楽

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｈ
５
・
４
〜
21
・
３
）

平
成
24
・
１
・
10 

小
林
　
正
明 

先
生 

英
語

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｈ
４
・
４
〜
８
・
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
高
４
回
卒

平
成
24
・
１
・
18 

桜
田
　
清
高 

先
生 

国
語

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｓ
47
・
４
〜
56
・
３
）

平
成
24
・
３
・
２ 

工
藤
　
正
三 

先
生 

英
語

　
　
　
　
　
　
　（
Ｓ
62
・
４
〜
Ｈ
４
・
３
）

平
成
24
・
３
　
　
武
田
　
繁
豊 

先
生 

化
学

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｓ
27
・
４
〜
40
・
３
）

平
成
24
・
７
・
28 

阿
部
　
康
雄 

先
生  

　
　
　
　
　
　
社
会（
Ｓ
58
・
４
〜
63
・
３
）

　
　
　
　
　
　
教
頭（
Ｈ
21
・
４
〜
22
・
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　南
高
23
回
卒

平
成
24
・
８
・
29 

伊
藤
太
喜
男 

先
生 

英
語 

　
　
　
　
　
　
　
　（
Ｓ
26
・
３
〜
42
・
３
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
中
１
回
卒

（
同
窓
会
員
）

[

二
中
卒]

１
回
卒
　
　
漆
山
　
敬
三
　
23
・
６
・
16

１
回
卒
　
　
渡
辺
　
輝
雄
　
24
・
１
・
27

２
・
３
回
卒
　五
十
嵐
徳
太
郎
　
23
・
９
・
27

４
回
卒
　
　
井
上
　
雅
晴
　
24
・
８
・
10

４
回
卒
　
　
粕
川
　
文
男
　
24
・
１
・
30

４
回
卒
　
　
武
田
　
恒
雄
　
23
・
12

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
校
友

[

二
高
卒]

２
回
卒
　
　
q
橋
　
正
義
　
24
・
１
・
３

[

南
高
卒]

１
回
卒
　
　
椿
　
　
尋
昭
　
24
・
１
・
31

　
　
　
　
　
　
　
元
東
京
同
窓
会
副
会
長

２
回
卒
　
　
梅
津
　
孝
志
　
24
・
６
・
26

２
回
卒
　
　
大
沼
　
明
弘
　
24
・
７
・
６

２
回
卒
　
　
大
沼
　
　
清
　
23
・
秋

２
回
卒
　
　
加
藤
　
義
彦
　
23
・
11
・
24

２
回
卒
　
　
川
田
　
達
男
　
24
・
７
・
末

２
回
卒
　
　
鈴
木
　
利
弘
　
24
・
５
・
下

２
回
卒
　
　
武
田
　
　
功
　
23
・
12
・
３

２
回
卒
　
　
武
田
　
邦
明
　
23
・
５
・
30

２
回
卒
　
　
西
沢
　
昭
吉

２
回
卒
　
　
真
野
　
紀
行
　
23
・
７

３
回
卒
　
　
伊
藤
　
公
是
　
24
・
２
・
19

３
回
卒
　
　
松
田
　
英
夫
　
23
・
12
・
６

４
回
卒
　
　
河
田
　
吉
助
　
23
・
12
・
18

４
回
卒
　
　
坂
野
　
啓
輝
　
24
・
５
・
９

４
回
卒
　
　
鈴
木
　
　
功
　
24
・
４
・
16

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
学
年
幹
事

４
回
卒
　
　
丸
子
　
庄
司
　
23
・
９
・
24

４
回
卒
　
　
三
浦
　
二
夫
　
23
・
10
・
28

５
回
卒
　
　
今
井
登
貴
三
郎
　
24
・
２
・
17

６
回
卒
　
　
会
田
　
豊
彦
　
24
・
３
・
23

７
回
卒
　
　
石
澤
　
　
哲
　
23
・
７
・
21

７
回
卒
　
　
鈴
木
　
泰
道
　
23
・
10
・
28

７
回
卒
　
　
原
田
　
康
信
　
24
・
６
・
９

８
回
卒
　
　
熊
谷
　
博
正
　
24
・
２
・
６

９
回
卒
　
　
大
石
　
富
男
　
23
・
12
・
８

９
回
卒
　
　
長
沼
　
邦
幸
　
23
・
11
・
29

10
回
卒
　
　
伊
藤
　
多
代
　
24
・
６

10
回
卒
　
　
伊
東
　
秀
幸
　
23
・
12
・
19

10
回
卒
　
　
小
林
　
　
薫
　
24
・
５

10
回
卒
　
　
牧
野
　
晃
二
　
24
・
３
・
29

11
回
卒
　
　
五
百
川
昭
夫
　
24
・
８
・
26

11
回
卒
　
　
山
口
　
　
隆
　
24
・
２
・
20

12
回
卒
　
　
大
沢
　
敬
司
　
23
・
２
・
19

12
回
卒
　
　
菊
地
　
洋
志
　
23
・
11
・
13

12
回
卒
　
　
木
元
　
俊
彦
　
24
・
１
・
19

12
回
卒
　
　
鈴
木
　
正
道
　
24
・
１
・
３

12
回
卒
　
　
西
村
　
英
樹
　
23
・
６

12
回
卒
　
　
濱
田
　
吉
博
　
24
・
２
・
11

13
回
卒
　
　
阿
部
　
貞
治
　
23
・
４
・
16

13
回
卒
　
　
岩
田
　
　
久
　
23
・
10
・
６

13
回
卒
　
　
酒
井
　
武
久
　
23
・
２
・
14

14
回
卒
　
　
海
野
　
信
夫
　
24
・
７
・
24

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
学
年
会
計

14
回
卒
　
　
鈴
木
　
高
明
　
24
・
４
・
10

16
回
卒
　
　
荒
井
　
伸
明
　
24
・
３
・
30

16
回
卒
　
　
岡
田
　
昭
彦
　
24
・
６
・
８

19
回
卒
　
　
布
施
木
　
滋
　
23
・
12
・
27

20
回
卒
　
　
阿
曽
　
　
信
　
24
・
５
・
７

20
回
卒
　
　
遠
藤
由
起
夫
　
23
・
４
・
20

25
回
卒
　
　
奥
山
　
克
弥
　
24
・
８
・
14

25
回
卒
　
　
和
田
　
章
雄
　
24
・
６
・
12

42
回
卒
　
　
鈴
木
　
　
宏
　
24
・
４
・
28

　
　

平
成
23
年
度
　
物
故
者

平
成
23
年
度
　
物
故
者
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母
校
へ
の
熱
き
思
い

母
校
へ
の
熱
き
思
い

母
校
へ
の
熱
き
思
い
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語
り
つ
く
せ
ぬ
思
い
出

語
り
つ
く
せ
ぬ
思
い
出

語
り
つ
く
せ
ぬ
思
い
出
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我
ら
仲
間
は
い
つ
ま
で
も

我
ら
仲
間
は
い
つ
ま
で
も

我
ら
仲
間
は
い
つ
ま
で
も
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若い人たちに
　　受け継がれる

若い人たちに
　　受け継がれる
若い人たちに
　　受け継がれる
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23
年
度
役
員
紹
介

　

23
年
度
役
員
紹
介

会
　
　
長
　
斎
藤
　
常
男
（
南
高
５
回
）

副

会

長
　
山
田
　
　
勲
（
南
高
８
回
）

副

会

長
　
小
原
征
四
朗
（
南
高
９
回
）

副

会

長
　
早
坂
　
仁
作
（
南
高
７
回
）

副

会

長
　
小
松
栄
三
郎
（
南
高
15
回
）

監
　
　
査
　
石
垣
　
丘
志
（
南
高
９
回
）

監
　
　
査
　
高
橋
　
英
也
（
南
高
９
回
）

常
任
顧
問
　
浅
黄
　
優
喜
（
南
高
４
回
）

顧
　
　
問
　
会
田
　
雄
亮
（
二
高
２
回
）

顧
　
　
問
　
森
谷
　
　
享
（
南
高
１
回
）

顧
　
　
問
　
土
屋
　
裕
司
（
南
高
２
回
）

常
任
幹
事
　
平
澤
　
一
宏
（
南
高
10
回
）

常
任
幹
事
　
有
海
　
　
豊
（
南
高
11
回
）

常
任
幹
事
　
毛
利
　
　
昭
（
南
高
12
回
）

常
任
幹
事
　
佐
藤
　
守
彦
（
南
高
14
回
）

常
任
幹
事
　
滝
口
　
成
一
（
南
高
15
回
）

常
任
幹
事
　
鈴
木
　
淳
一
（
南
高
25
回
）

常
任
幹
事
　
村
岡
　
　
登
（
南
高
25
回
）

常
任
幹
事
　
相
馬
　
和
弘
（
南
高
28
回
）

常
任
幹
事
　
杉
本
　
俊
夫
（
南
高
28
回
）

常
任
幹
事
　
我
孫
子
雅
敏
（
南
高
29
回
）

常
任
幹
事
　
西
宮
　
　
忍
（
南
高
33
回
）

常
任
幹
事
　
笠
原
　
　
健
（
南
高
34
回
）

常
任
幹
事
　
山
田
　
健
嗣
（
南
高
36
回
）

　

23
年
度
役
員
紹
介

山形南高東京同窓会　平成２３年度　収支決算書山形南高東京同窓会　平成２３年度　収支決算書

山形南高東京同窓会　特別積立金 平成２３年度　収支決算書山形南高東京同窓会　特別積立金　平成２３年度　収支決算書

　　　　　摘                 要
男性＠8,000×76名、女性＠5,000×4名
＠2,000×333.5名（振込手数料控除後）
総会来賓祝金ほか
　
預金利子、連合会返納金など

　　　　　　　　　　　　（単位：　円）
　　　　　摘                 要
総会会場、来賓控室は懇親会経費に計上
飲食費、抽選会景品代
役員会･学年幹事会の会場料、弁当代等
　
　
消耗品代、郵送運搬費、会報発送料、振込手数料等
　
　
同窓会本部総会広告協賛金、県人東京連合会総会協賛金・参加助成金

（単位：　円）＜収入＞

Ｈ23予算額(A)
461,660 

461,660 

Ｈ23決算額(B)
461,660 

　
461,660 

比較増減(B-A)
0 

0 

　　　　　摘                 要

　　　　　摘                 要

（単位：　円）

（単位：　円）

＜収入＞

　項　　　目
総　会　会　費
年　　会　　費
寄　　付　　金
広　告　協　賛
雑　　収　　入
前 期 繰 越 金
　合 　 　 計

＜支出＞
　項         目
会 場 使 用 料
懇 親 会 経 費
会　　議　　費
総 会 案 内 経 費
議案書印刷経費
事　　務　　費　
東京同窓会会報
ホームページ制作費
活　　動　　費
予　　備　　費
　合 　 　 計

　次年度繰越（収入合計－支出合計）　：　　87,427円

　　項　　　目
前 期 繰 越 金
寄　　付　　金
　合 　 　 計

＜支出＞
　項         目
母 校 貢 献 策
　合 　 　 計

　次年度繰越（収入合計－支出合計）　：　 461,660円

　

比較増減(B-A)
△ 197,000 
△ 293,000 

56,072 
△ 20,000 

121,761 
0 

△ 332,167 

比較増減(B-A)
△ 30,000 

△ 134,066 
△ 39,700 
△ 48,388 
△ 47,750 
△ 16,484 

41,390 
△ 49,825 
△ 40,000 
△ 54,771 

△ 419,594 

Ｈ23決算額(B)
628,000 
667,000 
226,072 
100,000 
121,761 

9,771 
1,752,604 

Ｈ23決算額(B)
0 

665,934 
90,300 

251,612 
152,250 
103,516 
261,390 
10,175 

130,000 
0 

1,665,177 

Ｈ23予算額(A)
825,000 
960,000 
170,000 
120,000 

0 
9,771 

2,084,771 

Ｈ23予算額(A)
30,000 

800,000 
130,000 
300,000 
200,000 
120,000 
220,000 
60,000 

170,000 
54,771 

2,084,771 

Ｈ23予算額(A)
0 
0 

Ｈ23決算額(B)
0 
0 

比較増減(B-A)
0 
0 

平成２３年度会計報告
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記

集

編

後

記

集

編

後

　
　
石
山
　
清
和
　
（
南
高
32
回
卒
）

　
　
佐
竹
　
良
一
　
（
南
高
32
回
卒
）

　
　
武
田
　
広
幸
　
（
南
高
34
回
卒
）

　
　
飯
野
　
典
朗
　
（
南
高
39
回
卒
）

　
　
鈴
木
　
孝
幸
　
（
南
高
39
回
卒
）

　
　
漆
山
　
敬
人
　
（
南
高
44
回
卒
）

　
　
黒
田
　
敏
弘
　
（
南
高
44
回
卒
）

　
　
　
　
　  

東
北
大
学
　
　
　
16
名

　
　
　
　
　  

山
形
大
学
　
　
　
66
名

　
　
　
　
　  

新
潟
大
学
　
　
　
24
名

　
　
　
　
　  

早
稲
田
大
学
　
　
４
名

　
　
　
　
　  

明
治
大
学
　
　
　
９
名

　
　
　
　
　  

中
央
大
学
　
　
　
５
名

　
　
　
　
　  

東
北
学
院
大
学
　
32
名

　
　
　
　
　  

法
政
大
学
　
　
　
11
名

　
　
　
　
　  

東
洋
大
学
　
　
　
８
名

　
　
　
　
　  

日
本
大
学
　
　
　
６
名

　
　
　
　
　  

専
修
大
学
　
　
　
12
名

　
　
　
　
　  
立
教
大
学
　
　
　
４
名

　
　
　
　
　  
明
治
学
院
大
学
　
５
名

　
　
　
　
　  

芝
浦
工
大
　
　
　
10
名

　
　
　
　
　  

千
葉
工
大
　
　
　
９
名

のご案内のご案内のご案内山形南高東京同窓会
　ホームページ
山形南高東京同窓会
　ホームページ
山形南高東京同窓会
　ホームページ

　　　平成20年２月に正式公開
新ホームページ　平成23年６月に公開
（旧ホームページは平成23年12月31日で終了）

ＨＰの主担当者：村岡　登氏（南高25回）

URL : h t t p : / /yamanan . j pURL : h t t p : / /yamanan . j p
　７００字前後。写真も可。

　原稿〆切　25年8月31日。

　メールでの寄稿歓迎。

eizaburou@mug.biglobe.ne.jp

〒286-0011  成田市玉造4－34－2

　　　　　　　　　小松栄三郎まで

来年の原稿募集来年の原稿募集

母
校
の
進
学
状
況

母
校
の
進
学
状
況

母
校
の
進
学
状
況

私 立 大 学

【212名】

国公立大学

【169名】

（
23
年
度
末
）現
役

2012. 2. 3 新年会にて第１０回総会にて役員一同

　
　
お
世
話
に
な
り
ま
す

東
京
事
務
所
の
南
高
卒
業
生

　
　
お
世
話
に
な
り
ま
す

協賛広告募集中
お問い合わせ
in f o@yamanan . j p

★
多
く
の
方
々
に
寄
稿
し
て
い
た

　
だ
こ
う
と
願
い
、「
会
報
」
で
原

　
稿
募
集
を
し
ま
し
た
が
、
余
り

　
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
会
報
編
集
の
一
番
の
悩
み
は
寄

　
稿
の
多
寡
で
す
。
多
す
ぎ
て
も

　
困
る
し
、
少
な
す
ぎ
て
は
、
な

　
お
困
り
ま
す
。
そ
の
案
配
が
難

　
し
い
。
し
か
し
、
諦
め
ま
せ
ん
。

　
ま
た
来
年
の
寄
稿
を
今
号
で
お

　
願
い
し
ま
す
。
ぜ
ひ
寄
稿
し
て

　
く
だ
さ
い
。テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

★
著
書
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、

　
情
報
を
お
寄
せ
下
さ
い
。
今
号

　
で
常
任
幹
事
の
毛
利
昭
氏
（
南

　
高
12
回
卒
）
の
著
書
を
ご
紹
介

　
し
ま
し
た
。

★
後
輩
の
現
役
諸
君
が
頑
張
っ
て

　
い
ま
す
。
や
が
て
彼
ら
も
東
京

　
同
窓
会
の
仲
間
に
な
る
こ
と
を

　
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

★
元
副
会
長
の
椿
　
尋
昭
氏
が
１ 

　
月
31
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
心
か
ら
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
　
　
＊
編
集
委
員
＊

　
小
松
栄
三
郎
（
南
高
15
回
）

　
滝
口
　
成
一
（
南
高
15
回
）

　
村
岡
　
　
登
（
南
高
25
回
）

　
杉
本
　
俊
夫
（
南
高
28
回
）

　
相
馬
　
和
弘
（
南
高
28
回
）

篤志家のご寄付の
　 お　願　い

東京同窓会の活動費のためにご寄付下さる方々を募集しております。

郵便局の次の口座までご送金下さいますようお願い申し上げます。

口座名：山形南高等学校同窓会東京支部　　口座記号番号：００１１０－７－５８１４２０


